



















































































三つのセッションが行われ、その日の終わりには日本の若手研究者によるポスターセッションが行われた。翌日 は二つのセッションが行われた。それぞれのセッションの内容 ついては、以下に紹介する。 （なお、本号巻末 「活動報告」欄に本セミナーのプログラム 掲載されているので併せてご参照いただきたい）??????Interpreting H
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的・言語的に同質であるとされるバングラデシュであるが、実際は内戦の度に外来勢力に影響力を行使され、分断状態であ ことが、人口過密等と並んで民主政治や統治の面での問題の原因の一つであると指摘された。また 周囲を大国に囲ま た状態での国家形成には日本が参考になるかもしれないとの提案もあった。最後に、福田安志氏による報告
“O
m
an and Indian People in 
the 18th and 19th C
enturiesˮ が行われ、先行



























































































報告者の代表的な研究である一九世紀後半のクルグズ人将校シャブダンの多面性を論じたものだった。報告者は訃報や息子による回想、伝承などから、帝政ロシアに仕える現地社会と 媒介者、中央ユーラシア遊牧世界の価値観に基づく勇者・バートゥル、そして巡礼を果たす敬虔なムスリムという三つの側面を明快 説明しの指摘する「三つ 世界」それぞれと浅からぬ縁にあったオスマン帝国 の関係については、本報告で紹介されたシャブダンによるヒジャーズ鉄道建設への寄付の他にも、研究の可能性が広がりう 印象を受けた。
記念品授与の様子
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究・研究交流の初年度に当たり、ま 、これまで早稲田大学イスラーム地域研究機構とは共同研究の実績 なかったニューヨーク大学アブダビ校人文 部が共同研究に加わったこともあり、研究成果の発表と同時に、お互いの理解を深め共同研究・協力関係の展開につなげることも重要なテーマであった。
国際セミナーでは活発な議論が行われ、







左から吉村貴之氏、Martin Klimke氏、福田安志氏、桜井啓子氏、宮川眞喜雄氏、Md Nasrudin Md Akhir氏、Omar Farouk氏
上：夕食会のデザート、下：二日目のランチタイム
 ハラール・マーク入りのコーヒーメーカー
